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『知っておきたいお金の話』     青少年奉仕委員長：金 井 賢 一 
 

 ●FP とは･･･人生の夢や目標をかなえるために総合的な資金計画を立て、経済的な側 

面から実現に導く方法を「ファイナンシャル・プランニング」という。ファイナン 

シャル・プランニングには、家計にかかわる金融、税制、不動産、住宅ローン、保 

険、教育資金、年金制度など幅広い知識が必要である。これらの知識を備え、相談 

者の夢や目標がかなうように一緒に考え、サポートする専門家が、ファイナンシャル 

・プランナー（FP）である。 

●日本の現状（2025 年 2 月 28 日、日本経済新聞朝刊 1 面より）2024 年の日本の出生 

数は約 72 万人、同年の死亡数は約 162 万人 

→1 年で約 90 万人の人口減（和歌山県の人口 88.4 万人）→だが、世界は人口増 

→世界に目を向ける 

●65 才の男性の約 35％、女性の約 60％が 90 才以上まで生きる（令和 2 年に 65 才の場合）。 

●投資における「リスク」とは、結果が不確実であることを意味し、「収益の振れ幅」を指す。インフレリ 

スク→モノやサービスの価格が継続的に上昇し続け、お金の価値が下がること。 

●資産形成のポイントは、「長期・分散・積立」 

長期→短期間では収益の振れ幅（リスク）が大きいが、長期間の運用になればなるほど、安定した運用 

成果が期待できる 

分散→「投資先（資産・地域）」を分散する手法と「時間（購入タイミング・保有期間）」を分散する手 

法がある 

積立→時間を味方につけ、複利の効果を利用する 

●必達目標（最低限必要なもの）は、保険で、努力目標（ゆとり）は 

証券（NISA など）で準備 

●長生きリスク（特に、老後の後半）に注意。資産を多く保有していて 

も、資産が減少していくことに対する恐怖心やストレスにより→お金 

が使えなくなる（お金を使う量が減る）→楽しくない老後→お金を残 

して（使い切れずに）亡くなる→使わない（使えない）お金のために 

人生を犠牲にすべきではない※『DIE  WITH  ZERO』ダイヤモンド社 

●資産が減ることに対する恐怖心やストレスから解放され 

る解決策例 

①終身年金（亡くなるまで出続ける年金）にしておく 

※『DIE  WITH  ZERO』では、長寿年金 

②資産寿命を延ばす →運用しながら取り崩す、定率で 

取り崩すなど            
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◆司 会           副委員長：田邉寛樹 

◆点 鐘            会 長：横沢宏和 

◆斉 唱     国歌「君が代」「奉仕の理想」 

◆慶 祝   
《誕生祝》   

 小池育郷  竹原健二   
 

《結婚周年祝》  

 小池育郷  宮下康嗣 

 山越雅明  金井賢一  

 山口長武  西田不折 

 塚田 修  中村勝哉   
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆退 会  木村明夫 
         「6年間大変お世話になりました。上田

西ロータリークラブの益々のご発展

を祈念致します。」 

◆ゲスト 米山奨学生  

カン メイイクさん 
 

◆会長挨拶 会 長：横沢宏和 
皆さん、こんにちは。本日 

はゴールデンウイークの真っ 

ただ中、一昨日太郎山清掃登 

山があったばかりにもかかわ 

らず、本日も例会にご出席頂 

きまして有難うございます。 

さて、今日から５月。上田の街も新緑がいよいよ色

濃くなり、空気の中にも次第に初夏の気配を感じるよ

うになってきました。とはいえ、朝晩はまだ「ちょっ

と寒いな」と感じるのが信州です。この頃になっても

まだこたつやストーブを片付けられない、上着が手放

せない、普通に６月頃まで置いているうちって、多い

のではないでしょうか。これって長野県民“あるある”

ですよね。今日はそんな「長野県民あるある」の話題

になります。例えば、この時期になると、「山菜採っ

て来たから持ってく？」と声かけられて、有難いやら

断れないやらで、冷蔵庫が緑一色になることってない

ですか。天ぷらにしても和え物にしても、季節を感じ

られて本当に贅沢なんですが、正直去年のこごみがま

だ冷凍庫にあるなんていうの、私のうちだけではない

でしょう。これ冬だとリンゴがやたら届いて困っちゃ

うということもありませんか。 

もう一つ、信州ならではの“あるある”といえば、 

「どこに行くにも車」。特に上田のようなエリアでは

車は必需品で、「東京は電車が便利でいいね」と言い

ながら、「でもやっぱり運転している方が気が楽だな 

と思ってしまう、そんな感覚も多くの方に共通してい 

るのではないでしょうか。「車で 2時間？近いじゃん」

とか、「ちょっとそこまで」と言って、実際は往復 100 

キロ以上走行する距離感というのは、どうやら他の県 

 

の人からしてみると長野県特有の感覚とも言えるよう 

です。それから、長野県民はやはり「蕎麦」にはうる 

さいですよね。結構自宅でも蕎麦打ちをする人も多く 

て、実はうちにもあるのですが、蕎麦打ちの道具一式 

があったり、それでもって蕎麦屋の話しになると「あ 

の店がいい」とか、「ここのはどう」とかで盛り上が 

ったりします。やっぱり「蕎麦」は信州人の生活に根 

差した食文化でしょう。 

こういった“あるある”話は、ちょっとした笑い話 

でありながら、私たちの価値観や地域性、そして人と 

のつながりを感じさせてくれたりします。ロータリー 

の活動でも地域への理解と愛着は欠かせないのではな 

いかなと思います。また「地域を知ること」は、「奉 

仕活動の第一歩」だと思います。なので他にも信州 

“あるある”、あるいは上田“あるある”を、みなさ 

んご存じでしたら、ぜひ教えて頂きたいなと思います。 
 

◆幹事報告     幹 事：山口長武 
①ＲＩ日本事務局より 

「青少年奉仕月間」リソース 

②Ｒ米山奨学会委員会より 

「3 月の寄付金傾向」 

③RI2520 地区ガバナーより大船渡山林火災支援金お礼 

◆出席報告            副委員長：田邉寛樹 

本

日 

出 席 

欠 席 

３１名 

 ６名 
８３．７８％ 

 （ベース３７名） 

◆ニコニコＢＯＸ       副委員長：宮下功司 
池田友紀  大井定雄  金井賢一  木村明夫 

久保田修二 小池育郷  近藤博道  下形眞生 

竹内哲也  竹原健二  田邉寛樹  塚田 修 

寺島秀則  中村勝哉  西田不折  箱山繁徳 

宮川 巧  宮本文明  山口長武  山越雅明 

山嵜信幸  横沢宏和        計２２名 
前   回 ９５７，０００円  

今   回 ６７，０００円  

累   計 １，０２４，０００円  
 

～ ニコニコメッセージ ～ 

・4年半振りの卓話をします。少しでもお役に立てれば 

 と思います。              金井賢一 

・太郎山、5才の孫と登って来ました。楽しかったで 

す。                  小池育郷 

・寺の庭のつつじが咲き始めました。    近藤博道 

・久し振りの出席となりました。      塚田 修 

・58年目、介護度４の伴侶と歩む人生行路です。 

                     西田不折 

・太郎山清掃登山お疲れ様でした。調子に乗って少し走

りながら自宅に帰ったので、バキバキに筋肉痛です… 

                     宮川 巧 

・太郎山清掃登山、ご苦労様でした。心配していた割に 

は足は大丈夫でしが。          山嵜信幸 
 

◆Ｒの友紹介  
会員増強・公共ｲﾒｰｼﾞ・ 

Ｒ情報委員長：山越雅明 

◆お知らせ  
〇寄付のお願い 

米山奨学会委員長 宮川 巧 

Ｒ財団委員長   土屋 準 

◆点鐘       会 長：横沢宏和 
― 会場・出席・会報委員：村越深典 ― 

例 会 日 誌  

 

 


